
エルサルバドルの先住民言語
ナワト語の復興活動



たちあがる言語・ナワト語
エルサルバドルにおける

言語復興運動



疑問

先住民とはどんな人？

どこに住んでいる？

どんな言語を話す？

どんな暮らしをしている？



考えていきたいこと

先住民の視点から見たエルサルバドルの歴史

ナワト語の復興活動の意味

先住民の再評価と多様なアイデンティティーの存在



CENTRO AMERICA



MAPA DE EL 
SALVADOR



DATOS GENERALES SOBRE EL 
SALVADOR

国名 エルサルバドル共和国

面積 2万1040平方キロメートル

首都 サン・サルバドル

総人口 574万人（2007年の国勢調査より）

宗教 カトリック、プロテスタント、その他

公用語 スペイン語

通貨 USドル（２００１年より）

主な産業 繊維製品、コーヒー、エビ

政体 立憲共和制

元首 サルバドル・サンチェス・セレン大統領（左派）

２０１４年６月１日就任（任期５年）



人種グループ
GRUPOS ETNICOS

スペイン系と先住民族の混血 ８６．３％

白人・ヨーロッパ系 １２．７％

先住民 ０．５％

黒人 ０．１％

その他 ０．４％

（アジア系・中東系など）



先住民グループ
GRUPOS INDIGENAS

ピピル Pipiles ２６．６％

レンカ Lenca １５．１％

カカオペラ Cacaopera ３１．３％

その他 ２７．０％



PipilesPipiles

LencasLencas

Cacaoper
as

Cacaoper
as



ピピル人とは？LOS PIPILES
ナワト語とは？EL NAHUAT

ピピル族はメキシコから南に移住

ナワト語はピピル族の言葉

メキシコのナワトル語の方言

「ナワト語」VS「ピピル語」



歴史概要
DATOS HISTORICOS

250年～900年 マヤ人が定住

900年～1524年 ピピル人の集団は移住

1524年 スペイン人による植民地時代

1821年 スペインから独立

1821年〜1823年 メキシコ帝国に併合

1824年〜1840年 中米連邦に加盟

1841年 エルサルバドル共和国の誕生



マヤ文明の遺跡
RUINAS MAYAS

タスマル遺跡
TAZUMAL

サン・アンドレス遺跡
SAN ANDRES



歴史概要
DATOS HISTORICOS

1860年 コーヒーの生産と輸出が著しく増加

1881年 先住民共有地が廃止

1931年 エルナンデス・マルティネス大統領による独裁体制・軍事政権

1932年 先住民の大虐殺

1944年 エルナンデス・マルティネス政権が崩壊

その後も軍部が政権を握って不安定な時代が続く

1980年 オスカル・ロメロ大司教が暗殺

エルサルバドル内戦が始まる

1992年 平和協定が結ばれる



１９３２年・先住民の大虐殺
LA MASACRE INDIGENA



歴史背景：独立後の国家作り
CONSTRUCCION DE LA REPUBLICA



政治背景：軍事政権
エルサンデス・マルティネス大統領
１９３１年〜１９４４年の独裁体制
GENERAL MAXIMILIANO HERNANDEZ MARTINEZ



社会主義・共産主義の浸透
FARABUNDO MARTI MOVIMIENTO COMUNISTA



経済背景：共有地の廃止
コーヒー輸出の増加

コーヒー共和国LA REPUBLICA CAFETALERA



社会的背景：貧困・差別・排除
SITUACION DE LOS INDIGENAS



MASACRE INDIGENA 
DE 1932

SONSONATESONSONATE



CIUDAD DE IZALCO, SONSONATE



大虐殺で犠牲になった人々へのメモリアル
MONUMENTO A LA MEMORIA DE LAS 

VICTIMAS



エルサルバドルの先住民、今の姿
LOS INDIGENAS EN LA ACTUALIDAD



ナワト語の現状
SITUACION ACTUAL DEL NAHUAT

• 母語話者が約３００人

• 話者の高い年齢

• ナワト語を公の場で話す恐怖

• 子供にナワト語を教えることに対する拒否



先住民運動の展開
DESARROLLO DEL MOVIMIENTO INDIGENA



学校における先住民言語の教育
ENSEÑANZA DEL NAHUAT



先住民運動を可能にした出来事

２００９年の大統領選挙
と左派政権の誕生

インクルージョン政策

内戦終戦と和平合意

先住民の権利を訴える
国際的な取り組み



先住民文化と言語の復興
なぜ必要なのか？

OBJETIVOS DEL RESCATE DE LA 
LENGUA NAHUAT

先住民の視点から：

失われたアイデンティティを取り戻すために

先住民としての誇りを取り戻すために

先住民文化・歴史を再評価するために

先住民としての権利を主張するために



先住民文化と言語の復興
なぜ必要なのか？

OBJETIVOS DEL RESCATE DE LA 
LENGUA NAHUAT

国家・政府の視点から：

エルサルバドル人のアイデンティティーを再構成するため

エルサルバドルらしさ、国民性をアピールするために

人権や先住民の権利に関する条約・国際的な評価を得るため

観光資源として

政治的な支持を得るため



先住民言語の復興・様々な困難
DESAFIOS EN EL RESCATE DEL 
NAHUATEN EL SALVADOR

言語の深刻な衰退状況

母語話者の少なさ（約３００人）

人々の無関心・ナワト語教育への反対

先住民言語の保護 VS 発展



ナワト語の復興活動の評価
RESULTADOS DEL MOVIMIENTO DE 

RESCATE DEL NAHUAT 

言語学者・教育関係者・研究者の協力

教科書・辞書・文法書の作成

新しい話者

中央政府の関心・アプローチ

先住民文化の再評価

歴史の反省・先住民の存在を認める社会へ



たちあがる言語・ナワト語
エルサルバドルにおける

言語復興運動



PADIUSH!








